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オートファジーの分子機構と膜動態A01 公募
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オートファジーによってサイトゾルから液胞に輸送された脂質成分のリサイク
リングが、細胞内における脂質動態に大きな影響を与えることが明らかとなった

（Autophagy 2015）。一方、ATG 分子群を中心に詳細な分子機構が明らかになった
マクロオートファジーに比較して、ミクロオートファジーは、不明な点が多い。
本申請研究においては、脂質代謝にとって重要なオルガネラである脂質滴やペル
オキシソームを分解するミクロオートファジー（ミクロオルガネロファジー）の
分子機構について、出芽酵母とメタノール資化性酵母を用いて明らかにする。特
に、その膜動態の中心となる液胞の変形・オルガネラ認識メカニズム、誘導や脂
質によるシグナリング経路を解明する。両酵母から得られた知見を比較・総合す
ることにより、現段階ではほとんど理解の整理がなされていないミクロオートフ
ァジーの全容を把握できると考えている。また、メタノール資化性酵母や植物病
原性カビは、日周変動などによる植物葉上栄養源の変化に適応する必要があるた
め、微生物の増殖や病原性の発現にオルガネロファジーが重要な働きをすること
がわかっている。このような自然界におけるオートファジーの真菌類における生
理的重要性についても検討する。
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